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北大牧場研究所　18：17～32（2001）

多年連続利用した林間放牧地における
林床植生と北海道和種馬の疎画植物種

稲葉　弘之1・川嶋亜希子3・新宮　裕子1・尾島　徳介2・

金田　宜士2・秦　　　寛2・近藤　誠司監・大久保正彦1

　　　　　　1北海道大学大学院農学研究科、札幌060－8589

　　　　　　2北海道大学農学部附属牧場、静内e56－0141

　　　　　　3現北海道：水産林務部、札幌060－8588

　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　多年連続して北海道和種馬を林間放牧したときの林床植生の特徴を把握するため、北海道大

学附属牧場の林間放牧地において和種馬の採食植物の把握と植生調査を行った。林床植物は計

正37種確認され、65％が草本類であった。137種のうち89種が和種馬の主食植物種であった。和

種馬の採食植物種は草本類がほとんどを占め、木本類の採食種数は10％程度であった。特に採

食率が高かったのはハエドクソウ（Phrymα　leptostαchyα）、ノブキ（Phr：ymα　lep－

tostachorα）、ミズヒキ（Polygonumfiliformen）、ウマノミツバ（Sttniculα　elαtα）であっ

た。また、林床植物の中で特に多かったのもハエドクソウ、ミズヒキ、ウマノミツバなどであ

り、これら種は付着播種性草本（Disseminule　type－2）であり、この繁殖形態を持つ種が林

間放牧に対する抵抗性が強いことが示された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　北海道では明治初期の開拓のころより北海道和種馬の林聞放牧が行われてきたが（野澤．

1997）、本学附属牧場においても戦前の宮内省所轄、御料牧場の時代から場内の森林を利用し

て林間放牧を行っている。林間放牧では自然の林床植物そのものを家畜に利用させるたあ、長

期的に放牧を続けるには林床植生の維持管理が必要となる。これまでに様々な植物が生育する

林間放牧地において北海道和種馬が採食する植物としない植物が存在することを明らかにして

おり（稲葉ら．1998、1999a）、植物の種類によって放牧の影響の受け方が異なることが報告さ

れている（稲葉ら．1999b）。また、適度な林間放牧により貴重な植物の生育に有利に働く可能

性も指摘されている（高橋．1997）。

　和種馬を林間放牧することにより林床植生に変化が生じることが知られているが、林床植生

の変化は植物の回復量の違いによって生じ、翌年の回復量は放牧時の植物の減少量によって異

なる（稲葉ら．1999b）。よって連続して林間放牧を続けた場合、元来の林床植生に比べて大き

く異なっている可能性があり、放牧条件によっては林床が裸地化してしまう危険性を持ってい

る。しかし、長年に渡り林間放牧を続けた場合の林床植生について報告した事例は少ないのが
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現状である。

　毎年連続して林間放牧を行うためには飼料資源としての林床植物の維持はもちろんの事、森

林生態系を大きく損なうことのない放牧体制の確立が必要となる。本学附属牧場の林間放牧地

第2牧区では過去10年以上、和種馬の林闇放牧を行っており、放牧により大きく裸地化してい

ない。そこで、本試験では林床植生の変化に大きく影響する和種馬の一食植物を示し、それを

もとに林床植生の特徴について検討した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法

　試験は本学附属牧場の林間放牧地第2牧区において行った。この放牧地はミズナラ（Quer－

cus　crispulα）、ヤチダモ（一Frαxinus　rnαndshuricα　v．ノαponicα）などの落葉広葉樹林で一

部にカラマツ（Lαrtx　leptolepis）の植林が見られる。本来は林床部にミヤコザサ（Sαsα

腐ppo痂。α）が優占していたと考えられるが、長年に渡る和種馬の放牧利嗣により現在ではミ

ヤコザサはほとんど衰退し、ササ以外の植物が優占している。牧区の地形はほぼ東西に尾根が

走り、尾根上に全長1530mの牧区内作業道が設置されていた。旭区面積は45．5haであり、過去

10年以上、毎年7月から10月に北海道和種馬群として北海道和種馬および軽半血馬を放牧して

いる。過去4年間の放牧歴を表1に示した。毎年60～80頭の和種馬群を1～2週間放牧した結

果となっている。

　この牧区において1998隼9月1日～7日の1週間、本学附属牧場にて周年屋外飼育している

北海道和種馬群を軽半面馬もあわせて54頭放牧した。放牧期聞中2、4、6日目の6：00～

18：00の12時間において北海道和種馬の採食植物種の調査を行った：。玉食植物種の観察は北海

道粕種馬群の中から成雌馬4頭、育成雌馬4頭を選んで観察馬とした。放牧期間中継続してこ

の8頭について、採食時に観察馬が採食している植物種名を記録し、同時にその種の採食時間

表1　附属牧場林間放牧地第2牧区の過去の放牧歴

頭数

和種馬
期間 日数 軽半血　放牧圧

成馬　育成

1994年度

1995年度

1996年度

1997年度

10／11　tvlO／18

8／　8’一　8／21

8／30一　9／10

9／　8一　9／14

10／24NlO／27

8

14

12

11

34

38

30

33

頭

23

34

39

34

11

封

2

6

kg／ha

3819．　4

7440．　3

4688．　4

5326．　4
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を測定した。i頭の採食時闘の合計が5分になるまで観察を継続し、これを供試馬8頭全頭に

ついて1日最低、朝夕に1回ずつ行った。なお、木本類については、樹皮剥ぎや枝かじりは採

食とは見なさず、樹葉の減食のみについて記録した。

　植生調査は放牧前後の2回行った。同牧区をA～Zの26個のブロックに分け、ブロック単位

で集計した。ブロックは斜度：、斜面の向き、三冠うっ三度、土壌の湿潤度を基準に主観的に分

割した。図1にブロック分けした本試験牧区の概要図を示した。各ブロック内に1×1mの定

点コドラートをランダムに4個ずつ、計104個設置した。各コドラートにおいて高さ2mまで

に存在する全ての植物種名を記録し、その種の1㎡に占める葉面積割合を測定した。なお、葉

面積割合が1％に満たない種は調査から除外した。

　へH
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鶴．B

図1
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　遣u考（。グ
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ぐ＼IN’s

llK・灘

本試験地のブロック分け概要図

　　　　　　　　　　　　　　　　　結果および考察

　本試験地の林床植物の種数を表2に示した。林床植物は合計で57科137種で構成されており、

北海道和種馬の採食植物種の調査を行った稲葉らの報告と出現種数でほぼ同様であった。既報

の試験地は本試験と同様、北海

道太平洋沿岸の未放牧の森林に　　表2　林床植物の出現種壷および和種馬の立食画数

おいて行っており、本試験地は

これまで一度も放牧されていな

い森林と比較しても林床植物の

回数は減少しておらず、林床は

比較的、多様な種によって構成

されていることが示された。そ

の内訳は草本類の種数が約65％

出現回数採食回数二食割合（％）

草本類

木本類

シダ植物

合計

86

37

14

137

64

25

0

89

74．　4

67．　6

65．　0
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　　　　　　　　表3　林床植物の葉面積割合および出現頻度

和名 学名 葉面積割合　出現頻度

草本類

　ハエドクソウ

　ノブキ

　ムカ＝ゴイラクサ

　ウマノミッノベ

　キンミズヒキ

％〆翅∂／eρtostヨ。！7yヨ

Adenocaulon　h　lma／a　icum

∠∂ρ0〆オθヨ∠うUlb！汽ヲr∂

5ヨη1α〃∂θ1∂オ∂

Agr　imon　la　eupa　toria

10．　4

7．　3

7．　1

6．　4

5．　9

o／o

90．　4

35．　6

54．　8

55．　8

61．　5

合計 87．　4

木本類

　フッキソウ

　チョウセン＝ゴミシ

　イタヤカエデ

　サワシバ

　ミツノベウツキ“

Pachysandra　termina／is

50ん15ヨ〃。ケ∂oん1〃θ〃515

Aoθr〃0／70

Carp　inus　cordata

Staphy／ea　buma　lada

9．　8

8．　0

5．　6

5．　4

5．　2

o／o

40．　4

48．　1

43．　3

26．　9

12．　5

合計 50．　2

シダ植物

　オシダ

　イッホ．ンワラヒ“

　ヤマドリセ“ンマイ

　クサソテツ

　ミヤマシケシタ“

Dryop　teris　crass／rh　iioma

αフ〆〃ρρオθ〃50〆θ〃〃1∂オ05θ〃〃∂亡∂

Osmunda　c　lnnamomea

Mattθ〃oo1∂5オr〃オ〃ρρ亡θ〃5

0θρヨ〆ノ∂ρン0〃050！’ヨ

9．　1

5．　2

2．　2

2．　2

1．1

o／o

24．　0

20．　2

7．　7

7．　7

8．　7

合計 37．　7

を占めており最も多かった。林床植物の葉面積割合および出現頻度を草本、木本およびシダ植

物においてそれぞれの合計と主な5種について表3に示した。また、これらより算出した積算：

優占度（SDR、）を値の高かった種について表4に示した。葉叢積割合の合計は草本類が最も

多く、木本類は50％と草本類に比べ少なかった。出現頻度についても木本類やシダ植物に比べ

草本類で高い種が多かった。シダ植物のオシダ（Drbloρteris　crαssirhizomα）やイッポンワ
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表4　種別の積算優占度（SDR2）

和名 学名 。／e

ハエドクソウ

フッキソウ

チョウセンコ“ミシ

ミズヒキ

ウマノミツバ“

ムカゴイラクサ

オシダ

ノブキ

イタや加デ

キンミズヒキ

サワシバ

セントウソウ

イッホ0ンワラビ

チゴユり

Phr〃ヨ1eρtostヨ。カy∂

Pachys∂〃。ケ∂オθ〆〃ノ〃∂〃5

50〃5θ〃0ケ∂0！パ〃θ〃5／5

Po　lygonum　fi／lforme

5ヨ〃10〃1∂θ1∂オ∂

Laportea　bu／bifera

Dryopteris　crassirh　izoma

Adenocaulbn　h　ima／aicum

Acer　mono

Ag〃〃。〃1∂θuρヨオ。〃∂

0ヨ〆ρ1〃〃εcordatヨ

Chamaele　decumbens

Cornopteris　crenu／atoserru／ata

Dlsporum　smi／acinum

100．　0

69．　5

65．　2

64．　3

62．　4

61．　6

57．　0

54．　7

50．　7

43．　5

41．　0

36．　7

36．　4

35．　4

ラビ（Cornopteris　crenulαtoserrulatα）は葉面積割合が高くても、出現頻度が低かった。

このことは本試験地においてこれらの種が三所的に群落を作って生育していることを示してい

る。SDR、値はハエドクソウ（Phrymα　leptostαchya）が100％と著しく高く、林内に広くか

つ多く分布していたことが示された。その他のSDR2値上位の種も草本類が多かった。木本類

の中でもSDR、値が高かったのはチョウセンゴミシ（Sehisαndrα　chinensis）やフッキソウ

（Pαchysαndra　termiualis）であり・これらはつる性木本と小低木であり・森林の高木層を

形成する種ではない。高木になる木本類はイタヤカエデ（Acer　mono）、サワシバ（Carρi－

nus　cordatα）などであり、これらの種の優占度は2㎡の空間内では比較的低くかった。つま

り、本試験地の林床植物は草本類を中心に構成されており、高さ2mまでの範囲の植物葉部の

分布は地表近くに集中しており、空中には少なかったと考えられた。

　和種馬の採食種数および主要な採食植物の種別採食時間割合および採食頻度を表5、6に示

した。採食頻度は観察を行った馬の延べ頭数でその植物を採食した馬の頭数を除して求めた。

本試験地での和種馬の採食植物種は不明種をのぞいて合計89種であり、林床植物の約70％の種

が採食種であった。坐食二二は木本類より草本類で多く、これまでの報告と同様（岡野ら．

1989、稲葉ら1998）、本試験でも和種馬のシダ植物の二食は観察されなかった。和種馬のロが

届く高さ2mまでの範囲において林床植物種のほとんどが和種馬の採食する植物であり、不食
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植物の端数割合はむしろ少なかった。それぞれ合

計の墜下時間割合も：草本類が9割を占めていた。

夕食頻度においても木本類に比べて草本類で高い

種が多かった。また、採食：時聞割合および採食頻

度が種によって異なっており、和種馬の嗜好性の

違いが伺われた。このことから、本試験地におい

て林間放牧を多年に渡って行っても放牧圧が適当

であれば不甲種が優聞することなく採食植物種を

維持することができる可能性があることが示唆さ

れた。

　　　　　　　　　　表6

稲葉弘之・川嶋亜希子・新宮裕子・尾島徳介・金田宜士・秦　　寛・近藤誠司・大久保正彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5　和種馬の採四国物種数と異食割合

鼠食種数　二食割合

e／o

華本割

木本類

シタ難物

64

25

0

73．　6

69．母

和種馬の種別虫食時間割合および採食頻度

藁本類 木本類

和名 学名 時間　頻度 和名 学名 時閤　頻度

ノブキ

’、エト．クソウ

ミズヒキ

愛オウハ“ユリ

スゲ申

ウマノミッハ’

モミジがサ

ミツパ

サッホ●ロスゲ

チゴユリ

合欝

Adenocau／on　h　ima　la　icum

Phryma　leptostachya

Po／ygonum〃〃for〃θ

Card／oo〃num　9ノθ加1

earex／eucoc〃o1∂等

San　icu／aθ1ヨ亡∂

Caca／1∂　dθ1ρhiniif）1i∂

0ノ’塑オ0亡θθ〃1∂　ノ∂ρ0〃10∂

earex　pilosa

Disporum　smi／acinum

一　e／o　一

　1准．9　　72．5

1e．6　85．2

9．3　85，9

6，t　39．8

6．0　40．4

5．8　87．9

5．4　55．9

3，3　56．2

2．8　30．3

2．1　46．5

91．0　一

イタヤカエデ

ヤチダモ

ヤマモミジ

バクウンホ．ク

こがキ

7ijダ

Acer　mono

F；rax　inus　mandshur　ica

Acθノ’ρ∂1〃∂tum

S亡ンrax　o加551ヨ

Picrasma　quass　ioides

O5trノ∂　ノ∂ρoη！o∂

ミツテ“力エテ◎　Acer　cisslfo！ium

がマズミ

ミツハ．ウツキ◎

サワシバ

山山

Yibur〃ω刀（ノ〃∂オθれ〃n

Staphyノθ∂bum∂1∂｛∫∂

0∂rρi〃〃5　00ノ’d∂亡∂

pm@o／o　一
薯．9　38．2

篭．2　22，6

1，ま　22．8

O，　6

0．　6

0．　6

0，　4

0，　4

0．　4

0．　3

9．　0

7，　1

3，　9

4，　8

7．　3

7．　5

9．　5

9，筆

．　アオスケ・（0∂rex　leucoch　lor∂）、　オオィトスケ．（Oarex　sacha／1nensis）、　コハりスケ“（Carθx　hakonens　is）

　種別の手甲率を値の大きかった種について表7に示した。採食率は採食時間割合と採食頻度

のそれぞれの最大値を100としたときの相対値の平均値であり、和種馬の嗜好性を表す指標と

なる。日食率の高い植物種はほとんどが草本類であった。ハエドクソウ、ノブキ（Phrymα

leptostach：yα）、ミズヒキ（Po！ygonumfiliformen）、ウマノミツバ（Sttnieulα　elαtα）の採

町彫が特に高く、これらの種は採食時間割舎も高いが、二食頻度が他の植物より特に高かった。

また、これらの種はSDR，値も比較的高く、植物量が多く林内に広く分布していたことが採食

率が高くなった要因の一つであると考えられた。木本類の採食率は最大でも29．7％のイタヤカ

エデであった。このことから、馬は典型的なGrazerであると言われているとおり（Mitchel1
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et　a｝．1990）、これまでの報告

同様（稲葉ら．1998）、和種馬

は木本類よりも草本類を頻繁に

採食したことが示された。

　放牧日数に伴う採食時間割合

の変化と累積採食種数の変化を

図2と表8に示した。採食植物

種をイネ・スゲ類、その他の植

物および木本類に分けて示した。

イネ・スゲ類、その他の植物お

よび木本類それぞれの採食時聞

割合は放牧期間通じてほとんど

変化せず、その他の植物の採食：

時聞割合が約70％を占めた。稲

葉ら（1999a）が示した放牧後

半に木本類の採食：時間割合が高

くなるという変化は本試験では

見られず、放牧期間通して一定

衰了　植物種別の三食率

和名 学名 ofo

ハ：ドクソウ

ノブキ

ミズヒキ

ウマノミツバ“

モミジがサ

オオウ’ベユリ

スゲ＊

ミツパ

チゴユリ

クルマハ“ソウ

イタや力エデ

エナシヒ＝ゴクサ

サッホ．ロスケ“

ムカ＝ゴイラクサ

Phryma　／ep　tostaohya

Adenocaulon　h　ima　laicum

Po／ygonum　fi　l　i　forme

5ヨ〃10α1∂θ1∂愛重

Caca〃a　de　fρ！11〃〃汽フ〃ヨ

Oardiocr　inum　g／ehn　i

Carθx　1θ〃ooo〃or∂等

Oryptotaen　1ヨノヨρo〃10∂

Dfsporum　smi／ac　inum

〆15ρθ〆αノ∂　0｛メorヨオa

Acer　mono

Oヨrθx　ヨρん∂〃01θρ13

Carex　pi／osa

∠∂ρorte∂bu／b　ifera

93．　0

91．　2

87．　9

74．．3

54．　5

48．　5

48．　4

45．　7

35．　5

31．　2

29．　7

29．　4

29．　2

29．　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　アオスケ“（Carex　1θucoch／ora）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオィトスケ“（Carex　sacha　l　inensls）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：ハリスケ“（Carex　hakonθns　ls）

であった。これは既報に比べて牧区面積が広く、かつ比較的木本類が少なかったためであると

考えられた。一方、累積魚食記数はイネ・スゲ類ではほとんど変化しなかったが、既報同様

（稲葉ら．1999a）、その他の草本および木本類で増加した。すなわち、放牧期間中において和

　　　　　　　1eo％

如

80％

60％

409e

200／，

o％

繍塁鰯 伽㈱

　／〆！ノ’

麟大本魔

羅その他植物
日イネ・スゲ類

　　2　　　　　　4　　　　　　6

　　　　　　　放牧日数

図2　放牧日数に伴う採食時間割合の変化
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種馬の採食時間割合の植物構成は変わらないが、

放牧後半になるにしたがい和種馬の採食種範囲

が拡大した結果となった。

　放牧前後の葉面積割合とその構成をec　3、4

に、放牧時の葉面積割含の減少率を欝欝草本、

採食木本および不食植物の合計およびそれぞれ

主な5種について表9に示した。放牧後には和

表8　放牧日数に伴う累積採食種数の変化

放牧日数 2　　4　　6
イネ“スケ“類　　　　ll　　　12

その他草本　37　49

木本類　　　　18　24

13

51

25

種馬の採食および踏みつけにより明らかな林床植物の葉面積割合の減少が見られ、特に採食植

物の減少が大きかった。葉面積割合の構成もこのことを反映して、不食植物の割合が増加し、

採食草本の割合が減少した。しかし、寒食木本の割合は放牧前後でほとんど変わらなかった。

種ごとで示した場合も採食草本の減少率が最も高く、採食木本と不食植物の放牧時の減少率は

　180
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器…
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図3　放牧前後での葉面積割合の変化
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図4　放牧前後の葉面積割合の構成
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　　　表9　林床植物の放牧前後の葉面積割合とその滅少率

葉面積割合

和名 学名 放牧前　放牧後　減少率

採食草本

　ハエドクソウ

　ノブキ

　ミズヒキ

　ムカコ“イラクサ

　ウマノミッハψ

Ph弓伽1eρオ05オ∂o々γヨ

Adenocau　lon　h　ima／a　icum

Po　lygonum　fi／iforme

∠aρortθ∂加1か1角r8

5∂〃10〃1∂θ1ヨオ∂

10．　4

7．　3

7．零

6．　4

5．　9

o／o

4．　2

0．　7

2．　5

3．　0

2．　3

59．　2

90．　6

65．　3

52．　9

61．2

合計 79．　6 35．　1 45．　1”

三食木本

　イタや加デ

　サワシバ

　ヤチダモ

　ツタウルシ

　アオダモ

湾。θr〃。〃0

0ヨ〆ρ1〃〃500r面オ∂

Frax　inus　mandshur　ica

Rhusθ〃め18〃ヨ

Frax　inus　lanuginosa

5．　6

5．　4

3．　1

虐．2

0．　8

o／o

4，霊

3．　6

1．　7

0．　8

0．　4

26．　6

34．重

46．　1

29．　8

51．　3

合計 27．　5 19．　9 28．　sb

不食植物

　フッキソウ

　オシダ

　チョウセンゴミシ

　イッホ。ンワラヒ“

　キンミズヒキ

Pac勿・5ヨndr∂オθ〆〃1〃∂〃5

〃γρρオθ〃50rヨ53〃〃zo〃旧

50乃15ヨ〃。ケ∂o！71ne〃515

Cor〃ρρオθ〃5　crθ〃〃／ヨオ05θ〃〃／∂オ∂

Ag〃〃。〃1ヨθup∂オ。〃∂

9．　8

9．凄

8．　0

5．　2

5．　0

o／o

9．　0

8．　8

7．　0

4．　1

4．　3

7．　5

2．　7

12．4

21．葦

12．　2

合計 52．　0 45．　3 18．　Ib

　　　abPくO．05

大きな差がなかった。これは木本類の生育場所が空中にも分布しているため、和種馬に採食さ

れても和種馬の踏み付けの影響が少なかったことが推測された。個々の種では葉面積割合が高

く、採準率も高かったハエドクソウ、ノブキ、ミズヒキなどの減少率が特に高かった。これら

の種は放牧時の葉面積減少率が非常に高いにも関わらず、林床植生の中で優曝していることは

放牧に対して抵抗性が他の種よりも高い可能性が考えられた。このように和種馬が比較的頻繁

に採食する植物で、かつ、放牧に対して抵抗性の強い植物が存在することは林間放牧地の植生
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を管理する上で非常に好ましいことであろう。

　これらハエドクソウ、ノブキ、ウマノミツバの採食草本、SDR、値が高く不食植物でありキ

ンミズヒキ（A8rirnoniα　eupatoriα）の4種はD，型植物（Disseminule　type－2；動物など

に種子を付着して散布する付着播種性草本）であった。実際に本試験での供試罵のたてがみや

体にはこれらの植物種子が付着していた。つまり、これらの植物の種子散布方法が和種馬の放

牧を行っても衰退しにくい、有効な繁殖方法である可能性が示唆された。また、本試験地の放

牧時期はSDR、値が高かったハエドクソウなど4種の種子形成が終了した時期であり、このこ

ともD，型植物が多かった要因であろう。D，型の繁殖形態を持つ植物は過放牧植生に多く見ら

れるとされており（松井ら、1942；林試経営部営農林牧野研、1965；北海道農林部、1973）、

本試験地で多かった4種の中でもノブキ、キンミズヒキは過放牧状態の指標植物であるとされ

ている（北海道農林部、1973）。また、これらD、型植物が林間放牧地に増えることが不適当で

あるとしている報告（林試営農林牧野研、1962；1963；1968）もあるが、それは肉牛を放牧し

たときの報告であり、肉牛はハエドクソウなどをあまり採食しない事によるものと考えられた。

和種馬はキンミズヒキをのぞきこれらの植物を頻繁に給食し、和種馬の摂取した植物の大部分

を占めていたと考えられた。よって、和種馬が採食する植物で放牧による衰退が少ない種は林

床植物の主要な構成種であることはむしろ好ましいと考えられ、これらの植物の被植率を維持

できれば和種馬の林間放牧を永続的に行うことができると考えられた。

　以上のように、本学附属牧場林間放牧地第2牧区における和種馬の口が届く高さ2mの範囲

での林床植生は全体に草本類が多く、木本類が少なく、植物が地表面近くに集中している特徴

が見られた。さらに、多年に渡り和種馬を放牧しても放牧圧が適切であれば林床植物は衰退せ

ず維持できる可能性が示された。また、林床植生の構成も不食植物が優賦せず、採食植物が約

70％を占めていた。本試験地で特に優占していた植物はD、型植物であり、これらの種はキン

ミズヒキを除きほとんどが和種馬に採食された。これらの種は和種馬が採食し、かっ北海道和

種馬の林間放牧に対する抵抗性が強い優良な植物である可能性が示された。逆に言えばこれら

の種が衰退することは急激な林内の林床植生の衰退を予想させると考えられた。そのため、こ

れらの植物の維持には特に種子形成の時期を考慮した放牧方法が必要であると考えられた。
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Vegetation　and　ingested　plants　in　woodland　pasture

　　　utilized　for　grazing　by　Hokkaido　native　horses

　　　　　　　　　　　　　　　　　throughout　decades
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3）　Present　address：　DepartmeRt　of　fishers　and　forestry，　Hokkaido　Goverment，　Sapporo，
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Su恥mary

　　In　order　to　evaluate　characteristics　of　understory　vegetation　in　forest　grazed　by　hors－

es，　the　vegetation　and　ingested　plants　by　Hokkaido　native　horses　were　determined　on

woodland　pasture　utilized　for　grazing　during　more　than　50　years　in　Livestock　farm　of

Hokkaido　University．　Totai　137　of　plant　breed　was　observed　in　the　woodland　pasture，

and　herbs　occupied　65％of　them．89　breeds　were　confirmed　as　ingested　plants．The　in－

gested　plaflts　were　mainly　herb　and　occupied　10％　by　leaves　of　tree．　Hokkaido　native

horses　frequently　ingested　Phryma　leptostachya，　Phryma　leptostacdya，　Polygonum

filiformen　and　Sanicala　elata．　Those　plants　that　were　Disseminuie　type－2　occupied

predominant　position　in　the　vegetation．　lt　was　suggested　that　those　plants　in　the　wood－

Iand　pasture　had　high　resistance　for　grazing　by　Hokkaido　native　horses．
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付表1 北大附属牧場画調放牧地妖2牧区の全出現草本類の葉面積割合と出現頻度

！pm！！！！！＝twretw％　tiwa，
スミレ科
　　赫タチツボ・スミレ

　　ヒナスミレ

　　ヒカゲスミレ

セリ科
　　セン5ウソウ

　　ミツバ

　　オオハナウド

　　ヤフ．ニンシ．ン

　　ウマノミツハ◆

　　カノツメソウ

センリHウ魯
　　ヒトリシス．カ

　　フタリシズカ

タデ科
　　ミズヒキ

　　イヌタデ

　　厨イタドIl

　　ミゾソバ

　　エゾノギシギシ

ツユクサ科
　　ツユクサ

Yio／aoeae
　　レ「to／a　kt／S∂〃Oθn∂

　　レ701a　takedanヨ

　　Viola　yezoensis
Apiaceae

　　oん∂ノn8θ1ヲdecumben5

　　cり弓ptotaθniaJlヨρo〃icθ

　　Heraefeum　du／ee

　　Osmothi　a　aristata

　　Sanicula　elata

　　Sp〃7’ρρ〃ηρ〃77θ〃ヨ。β〃。加ヨ

Ch／oranthaceae

　　Ch／oranthusJ’aponious

　　Ch／oranthus　serratus

Po／ygonaceae

　　吻〃〃η伽〃ηθ
　　Po／ygonum　／ongisetum

　　Polygonum　sachalinense

　　Polygonum　thunbergi）’

　　Rumex　obtusifolius
伽7θ〃’n8cθ8θ

0α7刀77θ伽ヨ00ノη〃7uni5　V．oommUl

ツリフネソウ科Ba　lsamlnaceaθ
　　キツリフネソウ　　　　　　Imρatiθns　noli“tangere

　　ツリフ3ソウ　　　　　　　　〃npatie／7s　teXtorブ

ナデシコ科　　6翫ηρ々γ〃aceae
　　ミヤマハコへ．　　　　　　　Steilaria　sessififlora

ハエドクソウ科Phrpamaceae
　　ハエドクソウ　　　　　　Phrン7ma　leptostach」レ「a

バラ科　　　　　Resacθae
　　キンミス◆ヒキ　　　　　　ノlgn’monia　eupatoria

　　エゾヘビ仔ゴ　　Fragaria　vesca

　　赫ダイコンソウ　　Geum∂leppieum
　　ミツモトソウ　　　　　　　　Pote〃ti11a　6ノンρtotae／lllae

フウロソウ科　Geranlacθae
　　ケひンノショゥコ　　　　　（3eranium　thunbθrgtV

マメ科　　　　Fabaoθae
　　ヤフ．マメ　　　　　　　　メlmphic∂rρaea　edgervorthh’

　　ヤプAギ　　　　　　　Dθ5modiu　7　fallヨX

ユキノシタ科　Saxlfragaaθae
　　チシマネコノメソウ　　　　Chrysosp／enium　kamtschaticum

　　エソ・クllクモソウ　　　　　S∂Xl’fraga　fUsca

コしり科　　　　　　　∠i〃∂cθ∂θ

　　オオウハ。ユリ　　　　　　o旨励。痛ημη7鈎ん〃1

　　チゴユリ　　　　　　　Disρorum　5milaoinum

　　タチキ’ホ・ウシ　　　　　　Hosta　siebo／div

　　マイツ．ルソウ　　　　　　　Maianthθmum　dilatatum

　　ワニク．チソウ　　　　　　Polygonatum　involacratum

　　ユキサ．サ　　　　　　　　　Smilacina／laoonica

　　シオデ　　　　　　　　　5カ7殆xゆヨ〃旨v．us5u　7iensis

　　エンレイソウ　　　　　　　　　ア7iltiu／nεノnalliV

ラン科　　　　Orahldaceae
　　才オパノトンボ◆ソウ　　　P／ata／7thθra　miner

　　赫ヤマサギソウ　　　　　P／atanthθra　sachalinensis

　　スス．ムシソウ　　　　　　Strob’Vanthes　o／igenthus
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多年連続利用した林間放牧地における林床植生と北海道和種馬の採食植物種

付表1　北大附属牧場林間放牧地縛2牧区の全出現草本類の葉面積割合と出現頻度

1＝　：

アカネ科　　　Rubノ∂oθ∂θ

　妬マパソウ　　　，45ρθ！ula　adorata

　ホソハ．ノヨツハφムゲラ　（＝alium　tr777dum

アカバナ科　　Onagracθae
　ウシタキソウ　　　　　　　Oircaee　cardata

　ミス9タマソウ　　　　　　Ciroaea　mollis

アブラナ科　　Brassicacθae
　ハタサ○オ　　　　　　　　　　ノ4ノ’abis　9／abra

　コンロンソウ　　　　　　　　Cardemineノ戯ノca〃tha

イネ科　　　　Gramineae
　ヤマカモシ．ク．サ　　　　　Bachypodium　sy／vatieL〃n

　勅tエリがヤ　　　β副読翰08αζ治f3
　キツネがヤ　　　　　　　Bra／nus　pauαifiorus

　ヒ〃h’　iJヤス　　　Cafamagrostis　hakonensis

　タツノヒゲ　　　　　　　　Diernhθne／apenica

　イフ◎キヌカホ．　　　　　Mifium　eli7tsum

　ネス．ミカ◎ヤ　　　　　　　；励ノ廊！め㎎油ノ勿。η必β

　ナがハゲサ　　　　　　Poa　pratensis

　ミヤコサ．サ　　　　　　　　Sasa　nipponica

　スズタケ　　　　　Sasamorpha　borea／is

イラクサ科　　Urtlcaceaθ
　ムカコ．イラクサ　　　　　　Laportee　bulbifera

　コパノイラクサ　　　　　Urtiea／aetevirens

オオバコ科　　P／antaginaceae
　：けパコ　　　　P／entago　asiatica

オミナエシ科　　Ualerfanaceae
　二上工シ　　　　　Paηinia　Vtl／osa

カタバミ料　　Oxa〃daceae
　エゾタテ一幅ハ，ミ　　　　Oxafis　5励加

カヤツリグサ科　eyperaceae
　工拶ヒゴクサ　　　（冶紹κ助翻。危ρな

　スゲ　　　　　　Carex　leuco（7hlora
　サッポロスゲ　　　　　　0孫θxρ〃b5θ

　タカ．ネソウ　　　　　　　　（7arex　siderostiata

キク科　　　　Asteraceae
　ノブ．キ　　　　　　ノidenocaulan　h〃nalaicum

　モミシ．カΦサ　　　　　　Cacalia　oψ物鰍ヨ

　ヨフ？スマソウ　　　　　　　（7acafia　hastata

　ノッホ●王乳．ンケヒ．ソウ　　Cetpesium　diレヨricatum

　オオカゆンクヒ’ソウ　　　　Cat；pesium／nacrocephalum

　チシマアサ◆ミ　　　　　　Cir　sium　kamtscheticum

　アキノキリンソウ　　　　　Solfdego　virga－aurea

　ヤクシソウ　　　　　　　　　ンそ｝㎝幽denticulata

キンポウゲ科　RanUC／aoeae
　才クトリカフ，ト　　　　　ノ4eo／71’tUMンlaPO／liOt〃n

　Nイヨウショウマ　　　　　　ノ毎ataea　asiatica

　シラネア才（　　　　　　　Glauoidium　pa〃matum

　ハイキンホ’ウゲ　　　　　Ranunculas　repens

　キツネノホ・タン　　　　　　Ranuneulas　Silerffolius

クワ科　　　　　忍toraceae
　カラハナソウ　　　　　　　　Humu／us伽吻5　v・cordife／ius

サトイモ科　　Araceae
　：ウライテンナンショウ　　An’saemaρeninsufae

　サ．セ。ンソウ　　　　　　SymplocatPUS　foθtidas

シソ科　　　　Lamlnaceae
　ジヤコウソウ　　　　Chelonoρsls〃mosahata
　ミヤマトウハ◎ナ　　　　　　Clinopodium　gracite

　ヤマハッカ　　　　　　　　　lsodo／7　infiexus

　エゾタツナミソウ　　　　SeUtel／aria　pekinensis
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付表2 北大附属牧場林聞放牧地第2牧区の全出現木本類の葉面積割合と出現頻度

ウコギ科
　　ケヤマウコギ

　　タラノキ

　　’、リギリ

ウルシ科
　　労鵬シ

カエデ科
　　ミツテ．力エテ．

　　イタヤカエデ

　　ヤマモミヅ

カバノキ科
　　塘シバ

　　アカシデ

　　アサダ

シナノキ科
　　シナノキ

　　才才パホ・ダイン

スイカズラ科
　　がマズミ

ツゲ科
　　フッキソウ

ニガキ科
　　二がキ

ニシキ樟科
　　ツ励メモドキ

　　ツ学的

　　ツリバナ

ニレ科
　　鵬ニレ

バラ科
　　ミヤマゲクラ

　　エソ◎ヤマサtクラ

　　アズキナシ

　　コ＝ゴメウツキ．

ブナ科
　　ミズナラ

　　コナラ

マタタビ科
　　マタタビ

マツブサ科
　　チョウセン＝ゴミシ

マメ科
　　イヌエンジュ

　　A／rヨ11∂oθヨθ

　　　　ノ亀。ヨη訪qρ∂〃ヨxoゲva〃tcヨtus

　　　　Ara／ia　elate

　　　　Ka／epanx　pictus

　　Anacardiaaeae
　　　　Rhusヨπめ伽∂
　　ノ；cθracθヨθ

　　　　ノ亀θθノ・eiss施〃im

　　　　／ICθrノη0〃O

　　　　Acer　pa／metum　v．matsumurae

　　Betu／aceae
　　　　O冶ηフ〃7〃500ノ’data

　　　　Catpinus　faxiflora

　　　　O5伽ノ’apo〃め∂

　　ノノ11θcθae

　　　　7陥メ砂α7io∂
魅9 ?　　Tt7ia〃7∂Lyi　70静7ic刀ian∂

　　Cao！プfo〃∂oθヨθ

　　　　レ乃〃η〃n　dile　ta伽

　　Buxaceae
　　　　Pachysヨノ7ζ始tem7th81is

　　Simaroubaceae
　　　　Picノヨε〃7日目uヨssioide3

　　Ce／astraceae

　　　　Celastrus　orbiculatus

　　　　Euenymus一躍78／y．1∂｛ficans

　　　　Euon即mUSα脚々シ〃US

　　UImaeeae

　　　　U／mus　dayidiana　vJaponica

　　Rosaceae
　　　　Prztnus　maximorviczit’

　　　　Pr／nus　5ヨrge／7ごか　』4ノηiquθ〃

　　　　Sorubusヨ〃7〃わ〃旨

　　　　Stephanandra　incisa

　　fagaceae
　　　　Quercus　crispu／a

　　　　Quercus　senrata

　　Actlnidiaceae
　　　　ノ篭σか｝7如姥ヲρolygヨ〃1ヨ

　　Schi53／70レヨ。θヨθ

　　　　Schisandra　chinensis
　　Legum！ノ703∂θ

　　　　Ma3θkia　31η聡ノ7sis　V．buθrgeη’

ミツバウツギ科Staphy／eaeeae
　　ミツ’ベウツギ

モクセイ科
　　アオダモ

　　ヤチダモ

　　エゾ4本’タ

　　ハシドイ

モクレン科
　　キタコブシ

ユキノシタ科
　　v7＆アジサイ

　　Staphy／ea　buma／ada
O1θヨ。θ∂θ

　　Fraxinus　／anugthose

　　Fraxinus　mandshurr’ca　vu’aponici

　　Li　strum　tschonoskii　fgfabres（

　　Synhga　reticu／ata

陥即。〃∂cθ3θ

　　Magno／ia　kohus　xborea／is

Saxifragaceae

　　Hydrangea　petio／aris
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多年連続利用した林間放牧地における林床植生と北海道和種馬の採食植物種

付表3　北大附属牧場林聞放牧地第2牧区の全出現シダ植物の葉面積割合と出現頻度

！！！！！！！ptasnytwngl：：
イワアンタ科
　イッホ．ンワラヒ“

　エゾメシダ

　クサソテツ

　コウヤワラピ

　ヘビノネゴザ
　ミヤマシケシタt

　ヤマイヌワラビ

オシダ科
　オシダ

　ミヤマへ．ニシダ

rvoods　iaeeae

　Oornopteris　crenu／atoserru／ata

　Athyrinum　bre　vifirons

　Matteuccia　struthiopteris

　Onoc／e∂5θη5必傭

　興野γ肋〃n　yokOSCθnsθ

　Deρ∂胎ρyoη030畑
　Athyrium　vida／i7

Pryop　ter　idaoeae

　Dryopteris　crassirhizoma

　Dtyoptetis　montico／a

コバノイシカグPennstaedatiaceae
　オウレンシタ＋　　　　　　　∠）ennstaedtia　Wf7fordfr’

ゼンマイ科　　Osumundaoθaθ
　ヤマト．リセ“ンマイ　　　　Osmunda　cth／7amomea

トクサ科　　　Eqt！1setacθae

　スギナ　　　　　Equisetum　an〆ense

ハナヤスリ科　Oph　lossaoeae
　エゾフユノハナワラピ　　　56θρ癩‘〃η〃7α彙1伽〃7

ヒメシタ科　　rhθ！yptθr　idaoeaθ

　SiJ’y’ig’　Stegnogramma　POZ．　O．i
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付表4　北大附属牧場林間放牧地第2牧区の和種馬の採食植物種（草本類）と
　　　　採食時間割合および採食頻度

“t g ％ ％
重 幽 ＼　　臼 2　　4　　6　平 2　　4　　6　平均
ノブキ

ハエドクソウ

ヒメジョわ

ヒメノカ◎リヤス

フタリシズカ

ホカ＋エリカ．ヤ

Adenocau／on　hima／aicum

Ph弓伽a　／eρtostaeゐya

ErZ　eron　annuus

Cafamagrrostis　hakonensis

Chloranthus　serratus
βりtlkinia　oヨ〃謝掬

ホソハゆノヨッハ◎ムゲGa〃と〃7？trifidum

マイヅルソウ

ミズヒキ

ミゾソバ

ミツバ

ミヤコゲサ

ミヤマトウパナ

ムカゴイラケサ

モミゾがサ

ヤクシソウ

ヤブ’、ギ

ヤプマメ

ヤマ’、ッカ

ヨブスマソウ

ルイヨウショウマ

イネsp

：B

〃々油〃功θ加α〃70物顔伽

Polygonurn　filiforme

ρ醜。η〃η功〃7加居が

Ct　yptotヨθ〃屠ノ；apon～b∂

Sasa　nA　ponica

Clinopodium　gract7e

Laportea　bulbifera

Caca／ia　deiphini7fofia

Youngt’a　denticulata

Desmodium　fallax

Amphicatpaea　edgeworthii’

Isodon　inflexus

Cae∂1嘱3！785ごヨホ∂

浦otaθ∂ヨsiaticθ

3．　6

8．　4

0．　1

0．遷

。．　0

5．　9

3．　7

1．6

0．　1

2．　3

7．　4

0．　5

0．　3

1．5

0．　1

1．0

17．　3

9．　6

0．　3

0．　3

0．　5

11．7

1．5

4．　2

0．　4

0．　1

1．7

4．　4

0．　3

0．　1

0．　1

1．1

0．　1

14．　7

13．　7

o．　o

O．　2

10．　3

2．　3

董．9

0．　7

0．　1

2．　2

4．　4

0．　9

0．　2

0．　1

0．　2

0．　1

0．　4

11．9

10．　6

0．1

0．　1

0．　2

0．　o

O．　1

0．　0

9．　3

1．3

3．　3

0．　9

0．　1

2．匪

5．　4

0．　4

0．　3

0．　2

0．　o

O．　9

0．　I

e．　s

57．1　81．0

81．0　95．2

9．5　4．8

　　　4．　8

　　　9．　5
4．　8

4．　8

85．　7

66．　7

33．　3

4．　8

47．　6

76．　2

19．　0

4．　8

52．　4

4．　8

9．　5

85．　7

9．　5

57．i

14．　3

4．　8

28．　6

57，1

9．　5

4．　8

4．　8

19．　0

4．　8

79．　3　72．　47

79．　3　85．　17

　一　7．　143

　一　4．　762

3．　4　6．　486

　一　4．　762

3．　4　3．　448

　一　4．　762

86．　2　85．　88

10．　3　9．　934

44．　8　56．　21

13．　8　20．　47

6．　9　5．　473

31．0　35．　74

34．　5　55．　94

6．9　8．21

6．　9　10．　24

10．　3　7．　553

　一　4．　762

13．　g　28．　41

3．　4　4．　324

3．　4　6．　486
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付表5　北大附属牧場林闘放牧地第2牧区の和種馬の採食植物種（木本類）と
　　　　　採食時間割合および採食頻度

％ t ％

＼　　日 2　　4　　6　平均 2　　4　　6　平均
ア才ダモ

アカシデ

アサダ

アズキナシ

イタヤカエデ

エゾヤマサ．クう

がマズミ

キ夘プシ

クマイチゴ

ケヤマ加ギ

コクワ

サワシパ

ツタウルシ

ニがキ

ハクウンホ．ク

’、シドイ

ハリギリ

フッキソウ

マユミ

ミズナラ

ミツテ＋カエテ“

ミツバ←ウツキ．

ヤチダモ

マ射ψ

オォハ＋ホ．タ○イシゆ：ア“i／ia　maximowicziana

Fraxinus　／anuginosa

Carpinus　laxifiera

O5的眉角ρo〃加
Sorzibus　a／nifo／ia

Acer　mono
Ptunus　sargentfi　v．mique／i7

vaburnum　dfiatstum
Magnolia　kobus　y．borea／is

肋岬。畑酸θ蜘伽5
んヨ〃thoρ∂〃ヨx　divaric∂加5

んオ加肋∂rgute

Carpinus　cordata

Rh〃5θ加う伽∂

Picras励∂σμヨ35ノ’oides

Styrax　obassia

Syringa　reticuiata

陥勿∂nxρiotus
Pao勿fSヨη吻オθ〃η加ヨ1な

Euonymus　sie加励2〃μ5

Quercus　crispula

Acer　cissifolium

Staphy／ea　buma／ada

Ftexinus　mandshun’ca　vy’aponice
AL1ctsp／rczn－a．．tt．　n．．．　at．　um　v．matsutnurae

O．　1

0．　8

0．　4

2．　2

0．　7

0．　7

0．　8

0．　1

1．1

0．　1

0．　2

0．　3

0．　1

0．　1

0．妻

O．　7

0．　1

0．　8

O．　9

0．　1

zo
C．　2

0．　3

0．　7

0．　1

0．　o

O．　3

0．　2

1．　4

0．　1

0一　O

O．　3

0．　4

1．3

．6

O．　1

1．4

0．　3

0．　3

0．　o

o．　o

O．　2

0．　6

0．　4

0．　2

m
2．　1

e．

o．　o

o．　o

O．　6

0．　2

Lg
O．　1

0．　2

0．　4

0．　2

0．　o

O．1

0．1

0．　3

0．　1

0．　6

0．　6

0．1

0．　1

0．　o

o．　0

0．望

O．　4

0．　4

1．2

．著

4．　8

4．　8

9．　5

47．　6

9．　5

14．　3

23．　8

9．　5

4．　8

4．　8

14．　3

4．　8

9．　5

4．　8

4．　8

14．　3

4．　8

3．　8

9．　5

4．　8

42．　9

4．　8

4．　8

14．　3

4．　8

4．　8

9．　5

14．　3

9．　5

4．　8

4．　8

4．　8

14．　3

28．　6

3．

　一　4．　762

3．　4　3．　448

　一　7．　i43

　一　7．　143

24、書　38，2

　一　4．　762

　一　9．　524

3．　4　7．　499

　一　14．　29

　一　4．　762

6．　9　5．　829

3．　4　6．　486

3．　4　13．　63

6．　9　10．　24

6．　9　5．　829

6．　9　7．　061

　一　9．　524

　一　4．　762

　一　7．　143

　一　4．　762

6．　9　5．　829

17．2　11
　一　14．　29

34．　5　22．　61

20．　7　22．　7
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